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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本鉄道電気技術協会

（JREEA）及び一般社団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 E 3061：2022 
 

踏切制御システム－システム要求事項 

Level crossing protection control system-System requirements 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に複線区間の鉄道と道路とが平面交差する対面通行が可能な踏切道において，踏切警報

機，踏切遮断機などを設備した踏切制御システムについて規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 61000-4-2 電磁両立性－第 4-2 部：試験及び測定技術－静電気放電イミュニティ試験 

JIS C 61000-4-3 電磁両立性－第 4-3 部：試験及び測定技術－放射無線周波電磁界イミュニティ試験 

JIS C 61000-4-4 電磁両立性－第 4-4 部：試験及び測定技術－電気的ファストトランジェント／バー

ストイミュニティ試験 

JIS C 61000-4-5 電磁両立性－第 4-5 部：試験及び測定技術－サージイミュニティ試験 

JIS E 3013 鉄道信号保安用語 

JIS E 3014 鉄道信号保安部品－振動試験方法 

JIS E 3015 鉄道信号保安部品－衝撃試験方法 

JIS E 3017 鉄道信号保安部品－防水試験方法 

JIS E 3019 鉄道信号保安部品の高温及び低温試験方法 

JIS E 4001 鉄道車両－用語 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS E 3013 及び JIS E 4001 による。 

3.1 

踏切制御システム 

鉄道と道路とが平面交差する踏切設備に使用される，踏切警報機（警報機柱に，踏切警標，警報音スピ

ーカ，警報灯及び列車進行方向指示器を取り付けたもの），踏切遮断機，及び器具箱内に制御器及び電源

装置を収納した全体のシステムの総称 

3.2 

警報 


